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た」のであり、その、｢ より大きな善 ｣ とは、神が人間に自由意志を与えたことと、アダムが
堕罪を犯した結果、｢ 神の御子の受肉という途方もない益によって、その罪が贖われた ｣ こと



























は答えられない。20 世紀、D. R. グリフィン（Grifinn）が提唱したプロセス神学の神義論は、


























































3）N.T. ライト（N. T. Wright）


















４）J.G. スタックハウス（J. G. Stackhouse）
スタックハウスは、神義論の究極的な目的は、神の義を論理的に弁証することではないと




























束への忠実さという形で最も顕著に表れている。Theological Dictionary of the Old Testament




































を尽くして、あなたの神、主に立ち帰るからである。（申命記 30 :1 -10）
神は、イスラエルの民の物質的な豊かさ、さらには彼らの立ち帰りまでをも、救いの約束
に含めている。30 章 6 節にある「心に割礼を施す」ことは、エレミヤ書 31 章 31-34 節に記さ
れた神の新しい契約、すなわち、神が律法を民の心に記すことにつながる。神が契約を守っ
てくれるならば彼らは自ずと律法を守れるようになるはずなのである。エレミヤ書の新しい

































































































































30 倍、60 倍、100 倍にも実を結んだ。」（マルコ 4:3 -8）
この譬えの重要な点は、失敗や挫折があるにもかかわらず、実りがある、ということにあ
る。ここでは、宣教がうまく行かない代表的な例が、道端に落ちた 1 粒の種（中性単数形）、
石の上に落ちた 1 粒の種（中性単数形）、茨の中に落ちた 1 粒の種（中性単数形）の形で示さ




































































受難が民の救いに不可欠であると見る新約聖書の見方も（マルコ 15 :4 -5, 14 -15, 19 -20, 27 な
ど；ルカ 24 :26）、もとは神義論的関心から発したことになる。
6　パウロの「神の義」
新約聖書において ｢ 神の義 ｣ という表現及び、「神の義」についての考察は、圧倒的にパウ






































































の選択（7:14, 22; 8 : 15, 19, 32; 9 : 7, 35; 13 : 15）と神の意思（4:21; 7 : 3; 9 : 12; 10 : 1, 20; 11 : 10；






殺されて、彼は 3 日の後に復活するだろう」（マルコ 9:31）との 2 回目の受難予告、「人の子
は、祭司長たちや律法学者たちに引き渡されるだろう（paradoqh,setai 未来形 3 人称単数受動
相）。彼らは死刑を宣告して異邦人に引き渡すだろう（paradw,sousin これは未来形 3 人称複数
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